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▼
松
田
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

軽
自
動
車
税
（
環
境
性
能
割

の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
一
部

延
長
）
等
に
つ
い
て
改
正
す

る
も
の
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３

２
０
万
１
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
66
億
３
１
３
８

万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
は
松

田
小
学
校
整
備
事
業
に
伴
う

国
庫
補
助
金
の
増
額
と
町
債

▼
松
田
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

税
制
改
正
大
綱
に
よ
り
、

地
方
税
関
係
書
類
に
つ
い
て
、

一
部
を
除
い
て
押
印
を
要
し

な
い
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算
・
発
議

の
減
額
並
び
に
教
育
施
設
整

備
基
金
繰
入
金
の
減
額
で
す
。

歳
出
は
、
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
事
業
、
退

職
消
防
団
員
報
償
金
、
感
染

症
対
策
商
工
振
興
商
品
券
発

行
事
業
補
助
金
な
ど
の
補
正

を
す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
国
民

健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２

８
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
７
４
５
２
万
９
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
診
療
報
酬
、

一
般
病
理
検
査
委
託
料
な
ど

を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
松
田
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２

０
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総

額
を
25
億
１
８
６
万
９
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
町
債
、
酒

匂
川
流
域
下
水
道
事
業
建
設

費
負
担
金
な
ど
を
補
正
す
る

も
の
で
す
。

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

　

廃
棄
物
等
運
搬
用
ト
ラ
ッ

ク
購
入
費
と
新
松
田
駅
南
北

自
由
通
路
設
計
委
託
の
２
事

業
、
１
４
３
３
万
８
千
円
を

令
和
３
年
度
へ
繰
越
し
た
計

算
書
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

報　

告

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
一
般

会
計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

　

町
道
３
号
線
道
路
改
良
工

事
１
４
７
９
万
４
３
０
０
円

を
、
令
和
３
年
度
へ
繰
越
し

た
計
算
書
の
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

▼
令
和
２
年
度
松
田
町
下
水

道
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ

い
て

　

酒
匂
川
流
域
下
水
道
事
業

建
設
費
負
担
金
１
２
５
万
７

千
円
を
、
令
和
３
年
度
へ
繰

越
し
た
計
算
書
の
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果

　

採
決
の
結
果
は
、
７
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予

算
審
査
特
別
委
員
会
報
告
書

で
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
促
進
事
業
補
助
金
」
は
、

「
薪
の
供
給
体
制
を
含
め
、

当
初
計
画
し
た
効
果
が
期
待

で
き
る
よ
う
な
実
施
計
画
を

定
め
る
ま
で
執
行
を
凍
結
さ

れ
た
い
」
と
し
ま
し
た
が
、

町
か
ら
６
月
定
例
会
中
に

「
実
施
計
画
」
が
提
出
さ
れ

た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

　令和３年６月２日付の神奈川新聞の記事内容及び６月３日の議
会全員協議会における齋藤議員の質疑に対し、本山町長は「ヘイ
トスピーチにも捉えられる内容で文書を削除しない場合は協定の
解除も考えた。一方で協定項目に違反したわけではなく、会社自
体を信用していないわけでもない。インターネット上のヘイトス
ピーチの文書削除を粘り強く求めていたものが通じた。会長も反
省していると説明を受けている。」などと説明し、包括連携協定
は継続すると発言した。
　このことに対し、株式会社ディーエイチシー会長のヘイト
メッセージ（https://top.dhc.co.jp/company/image/cp/
message1.pdf）は今も削除されていない。
　松田町は、ヘイトスピーチを発する会社であればインターネッ
ト上に現在も過去にもその事実があれば、削除したか否かにかか
わらずその会社とは直ちに関係を絶ち、マイノリティーを守ると
いう社会の責務、自らの地方公共団体として誰もが平等であり誰
をも尊重するという責務を重く認識しなければならない。
　このことにより、現在締結している株式会社ディーエイチシー
との包括連携協定については、ただちにこれを破棄すべきであり、
町に対し強く協定の破棄を求める。

【発議第3号】決議書（抜粋）
松田町と株式会社ディーエイチシーとの包括連携協定を

破棄することを求める決議書

発議第３号 株式会社ディーエイチシーとの包括連携
協定を破棄することの決議

※�ヘイトスピーチ…特定の国の出身者であること又はその子孫であること
のみを理由に、日本社会から追い出そうとしたり危害を加えようとした
りするなどの一方的な内容の言動
※マイノリティー…少数派、社会的少数者

補正予算で購入する可搬ポンプ一式

松田小学校入り口交差点


